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論文

陸生等脚類の分布と環境

…京都市域を中心に一

藤田タ希*・渡辺弘之*

Terrestrial isopods and their habitats 

嗣 Acase study in Kyoto city-

Yuki FUJITA * and Hiroyuki WATANABE* 

京都市域をゆ心とした都市部の級友kならびにその湖沼の森林に然点をあて、|盗~等脚類の訴銭高Ji成変動パターンの解析

を試みた。各誌埼玉袋地点でtlU見した|滋~~字JJIMJlの{聞本数データを朋いて DCAì去とクラスター分析を行い、 17総資地点を序

列化したところ、者f>m-J或から森林にE去る土地手IJffl1f3 fì~の移行との対応が見られた。このことから、 i窓生等料I ;I'J4の群集級品L

lま土地利用形態に対応して変動していることが示唆された。ひCAi去により討'J長傾!交を炎わす主要な 2変動納が抽出され

たが、 DCA1納はの都市性から森林性lこ2怒る在来4穫の総i1X:の変動(M.nウrypOIlJCUS→ L.Nis}Jimurai ->  V. dorsalisザム

japonic口m)を、 DCA2納は都市性の縫のうち伝来猿の M.nが'pOIlJCUSと外来滋のA.vulgareのすみわけを、それぞれ反映

していた。 DCAl約上での若手袋の多様皮はブ口ットスコア 2.5付近で経も 155かったが、ここでは Aol認が1~:かであり、後数

穣の陸生等総務iの生息を7可能にするような多様な環境を有していると考えられた。DCA2~~IJ上での詐然の多様伎は納の河

端て、低かったが、ここでは Aol習の議・リターの滋;鎖が乏しく、森林悩;の被.が生息て、きなかったと考えられた戸

キーワード:陸生当事l肉類、後変動パターン、ことJlfJ.flJm形態、 DCAi去、クラスター分析

The community patterns of terrestrial isopods in various叩 vironm記nts，including both urban ar日asand the forests surrounding 

Kyoto city， were analyzed. As the 17 study plots were ord記redby detrend日dcorrespondence analysis and c1uster analysis based 

on the data of a number of species， this order correlated with the change of land use patterns. This l11eans that the cOl1111lunity 

pattern of terrestrial isopods is associated with the land use patterns of th記irhabitat. Axis 1 refl記ct也dthe shift of a cOl11bination of 

4巴ndemicspecies from urban inhabitant to for記stinhabitant ( 11主nipponicus→ L.Nis}Jimuraiザ V.dorsalis ザムjaponicum)， 

while Axis 2 reflected the habitat separation of 2 urban inhabitant species， endemic M. nipponicus ancl exotic A. vulgare. The 

div巴rsityof terrestrial isopods on Axis 1 was highest around a plot score of 2.5， wher・日 the Ao layer was rich， pr・ovidingan 

environment of riむhsp巴ci古sin th巴isopodcommullity. Th記diversityof t巴rrestrialisopods 011 Axis 2 was low on both ends of the 

axis， where the Ao layer is thin and the plant species in Iitter are few， perhaps limiting for・邑stspeci芭sillhabitatioll. 

Key words: terrestrial isopods， community pattern， land use pattern， DCA， cluster analysis 
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はじめに
分布i立生怠地域境lこ強く規定され、生息地ごとに嫌々な

極構成を示すことが釘!られている。

近年の著しい人間活動の拡大は、世界中の生物環境に

急激な変化をもたらし、多くの生物の生息、を服装II~ にし、

あるいは純滅に追い込んでいる。一方、そうして作られ

た新しい環境に多灘多様な生物が生息していることもま

た事実であり、人為の影響の最も強い都市域にさえ多く

の生物を見ることができる。

陸生等脚類(節足動物門・甲殻網・等脚自)も、都市

域で普通に見られる動物の一つであるが、その生息域は

海岸部から森林部、市街地と大変11I高広い (Edney，1968)。

移動能力の乏しさと穂ごとの適応能力の速いから、その

*京都大学大学技終学研究科森林科学率攻熱子育林環境学分好

f足来から、都市部を中心、に燃化般の陸生等脚類が分布

を広げ、在来強から帰化部.への置き換わりがj並行しつつ

あることが指摘されてきた (i度辺， 1978)。帰化生物の

増加は、環境が人間活動による大i協な改変を受け、本来

そこに生息していた住物の生存・紫捕のための条何二が尖

われ、撹乱依存的な帰化生物の生息にのみ適するように

なったことを示している(鷲谷・森本， 1993)。都市に

見られる能生等脚類の種類の変化も、それを端的に表わ

す一例だといえよう。これまで都市的潔境における健生

等l肉類の分布についての研究例は少ないが、 WATANABE
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斜面である。スダジイ (Castanopsis cuspidata)・ヒノ

キ (Chamaecyparis obtusa)が混在して樹話を形成し

ており、低木慢にはサカキ (Cleyel万japoni印)・ヒサカ

キ (Euryaj呂'poI1ica)・アラカシ (Quercusglauca)・ヤブ

ツバキ (CamelJiajapoI1ica)・アオキ (AucubajapoI1ica) 

などが生育している。本数密度は少ないが鰐種は議密で

ある。

B地点(竹林)は京都大学・上賀茂試験地内の小さな谷

沿いにあるハチク (Phyllostachysl1igra va:τ. heI10I1is)群

落であり、 i隣に植林されたテーダマツ (Pil1UStaedalが

一部入り込んでいる。下穏にはアラカシ、サカキ、シャ

シャンボ (VacciI1iumbracteatum) などが疎らに生育し

ている。一方は聞けていて車道が近くを通っているもの

の、三方向をマツ林に臨まれており、試験地内であるこ

とから人の捜入は少ない。

CJ地点(スギ人工林)はA地点と問様大文字山にあり、

登山道に沿った細長い[R顕である。胸直後30-40cm

のスギ (CryptomeriajapoI1iね)が生育する;!:!:I愉林であ

り、下層にはアラカシ、アオキカfまばらに見られるつ

②孤立した森林

D.E地点(コナラ二次林)を含む古B3LLJ (止、古くから

薪炭林として利用されてきた盟社iであり、現在も入UJ

が多い。 D.E地点は主主LIJ遊をはさんで線接した 2点

で、登山口近くの緩やかな西向き斜閣に位置する。コナ

ラ (Quercusserrata)・アラカシが縫占するi窃・中木穏

にはほとんど器具は見られないものの、斜臨下部のD地

点は林床をササで稜われており、アオキ、サカ今、ヒサ

カキ、ヤブツバキなどの{低水も発速している。一方、会;1

関上部iWJのE地点は林床植物を欠き、 f低水閣はザカキ、

ヒサカキ、ソヨゴ (IJ目 pedul1cu1osa)等、樹種は豊富で

2 

(1991)は滋賀県宏、賀町において、森林音防、ら都市部に

かけてのさまざまな環境において陸生等脚類群集を調査

している。その中で、出現した各種の陸生等l肉類の環境

選好性について述べ、出現穂の組み合わせを都市域タイ

プ・天然林タイプに分鎖している。しかし、都市域・森

林部といった相対・的に評価された生息環壊の違いに基づ

くi窓生等脚類の種類棺の変化に焦点が当てられており、

陸生等脚類の群集組成の変動についての客観的な検討は

されていない。

そこで本研究は、森林から都市部にいたる広い範聞で

の陸生等関l類の分布様式解析をおこなうため、京都市都

市部の緑地ならびにその周辺の森林に焦点を当て、さま

ざまな生息環境下における陸生等脚類群集組成の変動パ

ターンを解析することとする。さらに、それらに影響を

与える環境婆悶についても検討する。

調査地と方法

調査地点

調査地として、京都市友京証を中心とした都市部およ

び隣接する森林部から、様々な環境を有する 17地点を

選んだ(表1)。それらを、①連続した森林、②孤立した

森林、③森林以外の緑地、@都市部の植栽地、③その他、

の5つのカテゴリーに分類した。それぞれの調査地点の

概要について以下に述べる。

①連続した森林

A地点(シイ林)を含む京都市東部の大文字出は、その

大部分に人為的影響を強く受けているが、A地点一帯は

寺領林であるため伐採などを免れ、よく保存されてい

る。調査地点は人の往来がほとんどない緩やかな閣向き

表 1.調査:fl!lリスト

The list of the study sites 
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あるものの本数欝皮が小さい。両者は土壊動物相が大き ほどと比較的広い。上水にはエノキ (Celtis sinensis) 

く異なっていたため、 2地点として扱った。

F地点(造成林)は、京都市の中心部に位置する京都御

所の敷地内に、環境庁が昭和61(1986)年から造成し

たレクリエーションのための落葉樹群落である。コナ

ラ、クロマツ (Pinusthunbergii)が掛冠をなし、その俄

イロハモミジ (Acerpalmatum)、ヤマザクラ (Prunus

jamasakura)、クヌギ (Quercus acutissima) など犠々

な落葉樹が植栽され、2haほどの欝蒼とした森を形成し

ている。

G地点(社寺内林)は下鴨神社内の社寺林である。優占

するケヤキ (Zelkova serrata) に加えて、スダジイの

老木、イロハモミジ、アキニレ (U1mus p81γifolia)な

どが樹溜をなし、低木層にはアラカシ、アオキ等が点在

している。参拝客の往来の激しい広い参道脇に細長く広

がっている森だが、縄で[l切られているため人の立ち入

りは少ない。

①森林以外の線地

区地点(果鶴間)は京都大学北部農場のカキ箆!で、実験

と選結資源保存を話的に管理されている。約0.5haの敷

地に平核紙、富有なと守の経済品稜のカキ (Diospyros

kaki)が栽培されており、病害虫駆除のため、年に数自

の農薬散布と冬期に一度のマシン油散布が行われてい

る。

I地点(畑地)は京都大学北部構内の試験農場内の

薗.であり、 120m'の耕地にスイカ・マクワウ 1)・カボチャ

が栽培されていたが、調査時は収穫後であった。栽培期

間中に、化成配合肥料の施肥、害虫駆除のためのスミチ

オン散布が行われた。服部に木本は一切なく、餌.資源と

しては栽培磁の収穫の残骸があったが、少鷺であった。

J地点(草原)を含む深泥地は天然記念物として保存さ

れており、植物学的に特異な地域である。調査地点とし

ては、池の周回のヨシ草原を選んだ。土壌は泥質で、やや

ぬかるんでいる。ヨシ (PIJragmitescommunis) の{世に

は少殺のセリ (Oenanthe javanica)、イヌタデ (Persicaria

lon♂'seta)が混生していた程度で、落葉!欝はほぼ皆無

であった。

@都市部の植栽地

K地点 o控車場植え込み)は京都大学北部構内の駐車場

脇にある面積5m2ほどの捕え込みである。上木にはソメ

イヨシノ (Prunus X yedoensis)、アキニレが、下水に

はキ 1)シマツツジ (Rhododendron obtusum var. 

obtusum)が植栽されている。構内の奥まった場所に位

置するため、人や率の従来は少ない。

L地点(駐車場植え込み)はJII端通り沿いのテニスクラ

ブの駐車場内に孤立した植え込みであり、部穣は 30m2 

。〉大木、オオカナメモチ (Photinia sel1'atifolia)、ウパ

メガシ (Quercusphil1yraeoides)が生育しているが、抵

水1習を欠き、オ本床は舵1，裂している。

M地点(道路植え込み)は}II端通りの車道と歩道を分離

する締高1mほどのウパメガシの生け墳である。地部近

くまで密に校繋が践り出しているため、土壌表層は常に

被除されている。 2mfHlJ方には歩道と鴨川を陥てる被え

込みがあり、そこに植栽されたアラカシの落葉も本地点

に多く混入していた。

N地点(駐車場楠え込み)は京大病院の駐車場の植えjる

みであるが、 2m"ほどの枠内に一本のアキニレが楠栽さ

れ、下層には草丈 50cmほどのオカメザサ (Shibataea

kumasaca)が密生している c枠は商さ20cmのコンクリ…

ト製で、枠の縮問は全てコンク 1)_トで締殺された駐車

スペースである。

0地点(道路線え込み)は、白川通りの中央分離帯の一

度蘭 5m2
ほどの植え込みである。 I窃さ 20cmのコンク

リートの枠に閥われており、上総にケヤキ、下!習にトベ

ラ (Pittosporumtobu:a)が植栽されている。紅葉期の落

葉清掃作業、雑草刈り等が定期的に行われている

⑤その他

P地点(落ち葉tf留め)は京都大学農学部グラウンド!協の

10 ぱほどのほ酪で、清掃活動などの|努に落ちょ告が持ち

込まれる。問責11寺前後は常に落葉落校がうず高く，憤まれ

ていた。

Q地点(識の下)は京都大学北部構内の馬術部馬場の

聞である。使用後の敷き鶏を積み上げた識の111の下から

採取した。このため、リター最は測定不能であった。

調査方法

各調査地点において、4髄の一辺50cmクオドラードを

ランダムに設援し、 AoJ認を採取した。ただし、 50c01ク

オドラードの設設が不可能な 1-Q地点では 25cmクオ

ドラードを採用した。採取したAol替は冊究室に持ちf滑

り、ハンドソーティングj去によって限生等'JL1J~立を取りI:l:\

した。 I定~三等間l鎖の各個体は、実体顕微鏡で磁を同定

し、生体重を測定した後、 95%アルコール水溶液で、協

定・保存した。また、採取した Aofi留は、落葉及び間関

の植生から判断して 1)ター構成樹額数を求め、さらに生

(105
0

Cで24時間乾燥)を測定したの

解析方法

陵生等脚類の群集組成の変動パターンを解析するた
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君主 2. [i受益三和肉類の出現後

Terrestrial isopods record巴dinth巴studysites 
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Ligiidae 
Armadillidae 
Trachelipidae 

Porcellionida邑

Ligidium japonicum VERHOEFF 
Venezil10 dorsalis IWAMoTo (Sp}Jaerillo dorsalis IWAMoTo) 
Lucasioides nis}JimuraiNt;NOMt;RA (NagunIs nis}JimuI百iNt;NOMl:RA)
Mongoloniscus nipponicus ARCANGELI (Protr‘ac}Jeoniscus nipponicus AHCANGELl) 
Por，むellionidespruinosus BRANDT 
Porcellio laevis LAT総 ILLE
Annadillidium vulJlare LATREILtE 

name 
ニニホンヒメフナムシ
セグロニ1シピロダンコ。ムシ
サトヤマワラジムシ
ヤマトサトワラジムシ
ホソワラジムシ
クマワラジムシ
オカダンゴムシ

.farkJ' ，ふ;{JiH(1999) (こよる

Armadillidiidae 

め、 Detrendedcorrespondence analysis (DCA法:Hill 

& Gauch， 1980)を用いて口調査地点の序列づけをおこ

なった。 17錦査地点での陸生等間!鍛各種の{間体数 (n)

をlogz(n+1)に変換し、小数点以下を切り捨て俊出度と

して解析した。

さらに、同様の優I封皮マトリクスを用いてクラスタ

分析をおこない、調査地点のグループ分けを試みた。説il;J

資地点閤の距離にはユーク 1)ッド距高IE(Euclidean 

distance) を、分類には1洋平均方式 (groupaverage 

strategy) を採用した。

なお、これらの計算には、市販のソフトウェアパッ

ケージ PC開 ORDver. 3.1.4 (MjM Software Design， USA) 

を使用した。

結果と考察

陵生等腕類の出現種

17地点で出現した越生等脚類を表2に訴した。以下、

種名を省き牒名のみを用いて各種を表わすこととする。

出現した5科7)，潟7織のうち、 Porcellionides、Porcellio、

Armadillidiumの3穂は外来種で、あり、日本以外でも法く

分布が確認されている。

Watanabe (1991)の滋賀県志賀町における陸生等脚類

の翻査では、本調査で出現した 7槌の内Porcellioを姶く

6離が出現しており、防研究では、 Li旨idiuIη，Venezillo 

2.5 

2 

1.5 。4
.盟

主

3 4 
Axis 1 

区11.17調査地点のDCA1納・ 2ij誌での展開

Ordination of 17 plots on axis 1 and 2 derived by DCA 

は森林性が強く、 Mongoloniscus， Porcellionides， 

Armadillidiumは都市適応性が強円、としているつ

陸生等腕類の群集組成による調査地点の序列付け

DCAi去による解析結果から、 17調査地点をll!i点(間

有値0.809)と2ili出(間有髄0.316)J二に民間した(剖 1)

さらに、クラスター分析による調査地点のグルーピング

の結果(図 2)から、ユーク 1)ッド距離 160で分離され

る3つのクラスターを実線で、 110で分離される 5つの

クラスターを破線で、認:JlJニに悶った。

DCAiヨ?とクラスタ…分析によって間 1上に開示され

た各調査地点を土地利用形態と対応させると、 DCA1 

iPlb上を右から友へ、さらにDCA1 軸tr.. iftlJ ではひCA2~illi上

を上から下へむかつて、邸連続した森林→②孤立した森

林→奄〉森林.tJ、外の縁地…唱都市部の植え幻自といった大ま

かな移行がみられる。K地点は④都市部の植栽地にも関

Euclidean distance 

0.394 60.161 119.928 179.696 239.463 
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わらず1ijilHお寄りに配設されているが、今邸調査した数

i菌汚?の植栽地のゆでも、 1)夕…最が多く樹種も

あったことから、 L地点は森林に類似、した生息環境を有

していたと考えられる。

群集傾度上での出現種変動パターン

DCA法で抽出された変動車IJと!設生等脚類各殺の出現

パターンを比較するため、各変動軸上での各識の出現頻

度に枝問した。なお、 DCA1軸でブ。ロットスコア 40毎

に、 DCA2軸では30ffl:に潤うを地点をグループ分けし、そ

れぞれのグループ毎に出現{間体数 (n)をもとにした相

対優占度の平均{践を求め、プロットスコア I:jJ央飽に対し

てプロットした。

まず、 1調査地点のみに出現した Porcellionides、

Porcellioを鈴く 5穂のIlf量生等脚類の出現頼度を、 DCA1

制iょに表わした(図 3a)o5種のうち、 Armadillidil1m以

外の在来4種は、 DCA1紺!に沿ってほほ正規分布をして

おり、各種の分布は震なりながらも少しずつそ…ドをず

らし、 Mongoloniscl1s→ Ll1casioides→ Venezil10→

Ligidil1mと移り替っていた。これに対して、外来穐の

ArmadiIlidil1mは分布範l謡が広く、大きなピークはDCA1

紺i在側に見られるものの、 DCA11担I1右寄りでも少なから

ず出現しているのがわかる。 以上のことから、 DCA1軸

は布来麓4識の群集{頃皮を主に反映しているといえる。

一方、 DCA2 ~qlJ上では、都市部によく出現する

Mongoloniscl1s、Armadil1idil1mの2種の入れ替わりが見

られた(I盟3b)0 DCA2制!の問端では Mongoloniscl1s、

Armadillidil1mのいずれかが一種で優占し、他離との共

存は見られない。すなわち、 DCA2紺iは都市部における

在来種と外来穣2{遣の留占度を反映しているといえる。

以上より、各調査地点は、在来4種の出現パタ…ンに

加え、都市部によく見られる種のうち在来種の

MongoloI1iSCl1S、外来穫のArmadillidil11I1の出現パタ…ン

により序列化されたことがわかる。

睦生等脚類の環境指標性

l接生等j向J~Jîの群集組成にさらさ、 DCA 法とクラスター

分析を用いて調査地点を許倒し配践すると、その序列は

土地利用形態上で‘の森林から都市域への移行によく対応

していることがわかった。特にDCA1車I!日立、!京点1H1Jから

一次的に都市域→森林の勾配に対応しているとみなせ

るので、 Mongoloniscl1s吋 Ll1casioidesーが Vellezillo→

L忽idil1mといった聴の交替は、都1市T官1'1悦i
る環J境克j灘設好性のj述童いを示していると銃Jみ悼カか、えるニとがでで喝

きる O この4種の環境選好性の勾配は、 WATANABE(1991) 

に見られるものと一致している。また悶様の視点から、

Armadillidil1mは Iこ都市的な環境に出現するものの、

森林にも出現していると読みかえることができる

4{重はそれぞれの種特a性から環境問皮に応じたすみわけ

をしているのに対して、 ArmadiIlidium，立地離に比べて

水分探持力が高く食物選択の臨も広いなど高い生存能力

を持つことから、その分布はむしろ侵入機会に依存して

いると考えられる。このような特'11:から、 Armadillidillm

は生物群集の食弱な人為的影響の強い場所だけでなく

林にさえも侵入することができ、広く世界中に分布を

;デることカfできたのであろう。

t.u二のことから、臨生等脚類は森林から都市域にる

広い範閣での環境の勾配に対応してさまざまな群集結.成

をなすことがわかり、臨致等脚類は環境指標動物として

も有効であることが示唆された。

群集傾度上での陪生等脚類群集の種多様性の比較

ここまで述べたように、 17淵資地点の序列化は、 2つ

の群集1t立度に沿った能生等)J持)~~の種の変動パターンに

よって説明することができたひ次に、 i控生等l肉類群集の

多様性と抽出された群集{頃度との関係を見てみる(図

4)。なお、ここでの強多様度には、次式で表わされる

ShannorトWiener関数日'を府いたっ

H'=幽ヱ pilogzpi

ただし、 pi=ni/N 

(lli :盤 iの{剖体数， N:総{間体数)



の夜来識と外来種のすみわけによって、それぞ、れ説明さ

れた。m長生等脚類の群集組成の遣いは外的な環境懇困に

大きく規定されているはずであるから、各群集傾皮は陸

生等脚鎖の何らかの生息環境の勾自己に対Jtしていると考

えられる。 1龍生等脚類の食物である溶葉落校は Ao~認に

存在すること、さらにAo隠1は越生等)j!;[J類の生活空間で

あり、湿度を保ち外界からの刺激を和らげる役割を果た

すことから、群集ltYiB芝を生じさせる要国としてAof認の

と貿について検討する。

今問測定したAo~ の乾重量、合水準、ならびにリター

構成樹種数の3識のデータをJ:f=lい、 2つの群集ltfU支との

比較を試みたりなお、?地点(落ち葉i留め)は槌端にリ

ター畿の多い特殊な環境のため、 Q地点(鑓の下)はAo

j替のiJWl主が不可能だったため、この解析からは徐外し

た。 DCAl軸と AoI替の乾重設省合水率・ J)タ…構成樹

種数との関係は、いずれもよに凸の曲線で表わされた

(関 5)。国中ではそれぞれ、 R2=0.325，R2口 0.328，

R2=0.593で正規分布曲線に回帰された。 Aol欝乾震査をと

の正規分布出総のピークはプロット外布1UUに現れている

が、 AoI欝合水率・リター構成樹犠数との正規分布曲線

では、そのピークがプロットスコア2.5村近に現れてい

る。すなわち、今閉測定したAol替に関する 3極のデー

タ全てを加味すると、 DCAl制!上ではプロットスコア

2.5付近でAo騒が最も豊かであると判断できる α これ

は、 i翠 4a に見られる DCAl~ぬよで、の i設生等脚類群集の

強多様度のピークと一致している。このことから、

DCAl ~Ihのプロットスコア 2.5 付近では、陵生.等脚類の
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DCAl ijill_ヒでの陵生等脚類の H'植は、プロットスコ

アの2.5付近にピークを、制iの荷端で、低い{直を示してお

り(図4a)、R2=0.590で正規分布曲線に間帰された。関

ぬからわかるように、 DCAl軸布評りには森林型の種

が、左掛りには都市型の種が{愛占する{頃向があるのに対

して、プロットスコア2.5付近では、 Lucasioidesのよう

な移行帯に出現する穂に加え、森林型・都市型双方の穂

も問時に出現していることから、龍生等脚類群集の種多

様度が高くなっていると考えられる。

DCA2軸上での陵生等脚矧のH'値は、プロットスコ

アの1.2付近にピークを、軸の悶端で低い般を示してお

り(関4b)、R2口 0.500で正規分布曲線に回帰された。こ

れは、 DCA2軸の両端に都市性の2離のみが{愛者してい

る傾向(医]3b) に対応している。

群集傾度と環境要図

以上述べてきたように、 2つの群集傾皮は、都市性か

ら森林性へ移行する擦の変動パターンと、都市域内部で
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生息環境として重要なAo穏が豊かで、あり、複数種のj按

生等脚類の生息を可能にするような多様な環境を有し

ていると考えられる。

次に、 DCA2軸と Aol欝の乾震設・合水率・リター構

成樹揺数との関慌を図6に示した。Aol翠乾議最と 1)ター

構成樹縫は、斡の荷端で小さな値を示しており、プロッ

トスコア1.2付近にピークが現れている。これは、関4b

に見られる DCA2軸上での陸生等j肉類群主義の種多様皮

のピークと一致している。すなわち、 DCA2制!の両端に

現れる調査地点はAol替の翠:や 1)ターの積類が少ない劣

悪環境であり、森林性の|譲生等脚類が生息できないこ

とから種多様度が小さいと考えられる。しかし、今関測

定したAo閣の3穂のデータからは、都市性の|控生等脚

類21'重がなぜ~訟の悶概に分離したかについては説明でき

ない。録者の観察から、 DCA2Jli111の左寄りに現れる調査

地点グループは、右寄りに現れる調査地点グループに

比べ、定期的なAo}翠の除去といった撹苦しが多かったり、

A騒が悶くしまっているという違いがあると推測され

る。このことは、そこに生怠する陸生等脚類が長期間に

わたり乾操や19;i昆にさらされる可能性が高いことにつ

ながると考えられる。すなわち、今聞の一時点の測定か

らは表わされなかった長い時期軸での生息環境の不安

定さが、乾燥に強い外来種のArmadillidiumのみがDCA2

llijfi左寄りに優i主で、きた饗岳!であると推測される。

以上述べたように、今田測定した環境要問中に 2つ

の群集傾皮に対略する嬰閣は見当たらなかったが、群

集の種多機皮と環境要閣との相関は認められた。今後、

より厳密に陸生等騨類群集とその生息環境の関係を解

7 

析するためには、環境の季節変動や年変動といった

い時期軸での環境のit指定、さらには、捕食者・競合者な

ど地の!:l::.物との ~:I~]I.咋用など、幅広し、要|還についての

繍査が必要であると考えられる。
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